






 3rd stage で「みんなが使いたくなるよ
うなエコバッグ」を開発する。 

















































9月 24日（木）夕方～（＠和歌山大学） 学習指導案の検討 
10月 12日（月）夕方～（＠和歌山大学） 学習指導案の検討 
10月 16日（金）3時間目（＠藤戸台小学校）岩脇先生 公開授業（5年 4組） 
10月 16日（金）16：00～17：00（＠藤戸台小学校）協議会 
11月 6日（金）夕方～（＠和歌山大学） 学習指導案の検討 










①『Where is your treasure?～宝物への道案内をしよう～』の実践について（５年４組） 

























②『This is my hero! こんな近くにマイヒーロー』の実践について（5 年 2 組） 



















時は、本来 Are you good at …ing?の表現を用いるが、Junior Sunshine5 では、be good at 
(名詞)の表現しか載っておらず、疑問形については扱っていなかったのだ。動名詞の表現は
児童にとって難しいことが予想されたので、今回は既習表現である can の表現に very well
を付け、Can you … very well?と質問させることにした。また、質問をされた際、Yes, I can.
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①『Where is your treasure?～宝物への道案内をしよう～』の実践について（５年４組） 

























②『This is my hero! こんな近くにマイヒーロー』の実践について（5 年 2 組） 



















時は、本来 Are you good at …ing?の表現を用いるが、Junior Sunshine5 では、be good at 
(名詞)の表現しか載っておらず、疑問形については扱っていなかったのだ。動名詞の表現は
児童にとって難しいことが予想されたので、今回は既習表現である can の表現に very well
を付け、Can you … very well?と質問させることにした。また、質問をされた際、Yes, I can.
（得意） / So so.（できる） / No, I can’t.（できない）の 3 パターンで答えるようにした。
これらの表現が英語的に適切かどうか、子供たちが無理なく使えるかどうか、尾上先生と何
度も相談し、決めていった。さらに、子供たちがどの表現を使えばよいか一目でわかるよう
に、下のようなチャートを示すこともご助言いただいた。 
 
 
 
 
 
 
子供たちはこのチャートのおかげで、インタビュー活動をスムーズに行うことができた。
しかし、コロナ対策の影響で授業時間が 40 分になっていたこともあり、得意なことを紹介
するという二つ目の活動まで時間配分がうまくできなかった。協議会では、活動を二つ行う
際、どちらをメインにするか、比重を考えて取り組むことが課題として挙がった。また、ワ
ークシートの構成がわかりにくく、その説明に時間がかかってしまったことも問題であっ
た。以上の点を踏まえ、今後の授業づくりに活かしていきたいと思う。 
No, I can’t.
can’t...
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